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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザが選択したカラーポイントを受け取るステップと、
　前記ユーザが選択したカラーポイントについて、赤、緑、および青（ＲＧＢ）の三刺激
値を導出するステップであって、該ＲＧＢ三刺激値は、発光ダイオード（ＬＥＤ）光源の
色検知システムに依存する、ステップと、
　前記ユーザが選択したカラーポイントが前記ＬＥＤ光源の色選択範囲外であるかどうか
を判断し、範囲外で、前記ユーザが選択したカラーポイントが前記ＬＥＤ光源によって達
成されていなければ、エラーフラグを設定するステップと、
　前記ＲＧＢ三刺激値に応答して、前記ＬＥＤ光源の複数のＬＥＤドライバに対してパル
ス幅変調信号を生成するステップと
　を含み、
　前記ユーザが選択したカラーポイントについてＲＧＢ三刺激値を導出するステップは、
　前記ユーザが選択したカラーポイントを、ＸＹＺ三刺激値に変換するステップと、
　前記ユーザが選択したカラーポイントの前記変換により、該ユーザが選択したカラーポ
イントが無効であることが判明し、前記ユーザが選択したカラーポイントが前記ＬＥＤ光
源によって達成されていない場合には、エラーフラグを設定するステップと、
　前記ＸＹＺ三刺激値を、前記ＲＧＢ三刺激値に変換するステップと
　を含み、
　前記ＬＥＤ光源により生成される光の色を表す三刺激値を受け取るステップと、
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　前記受け取った三刺激値を前記ＲＧＢの三刺激値と比較するステップと、
　前記比較に応答して前記パルス幅変調信号を生成するステップと、
　前記受け取る動作、前記比較動作、および前記生成動作を繰り返すステップと、
　前記受け取る動作、前記比較動作、前記生成動作を、予め決められた回数繰り返した後
、前記ユーザが選択したカラーポイントが前記ＬＥＤ光源によって達成されていなければ
、エラーフラグを設定するステップと
　を含む方法。
【請求項２】
　ユーザが選択したカラーポイントを受け取るステップと、
　前記ユーザが選択したカラーポイントについて、赤、緑、および青（ＲＧＢ）の三刺激
値を導出するステップであって、該ＲＧＢ三刺激値は、発光ダイオード（ＬＥＤ）光源の
色検知システムに依存する、ステップと、
　前記ユーザが選択したカラーポイントが前記ＬＥＤ光源の色選択範囲外であるかどうか
を判断し、範囲外で、前記ユーザが選択したカラーポイントが前記ＬＥＤ光源によって達
成されていなければ、エラーフラグを設定するステップと、
　前記ＲＧＢ三刺激値に応答して、前記ＬＥＤ光源の複数のＬＥＤドライバに対してパル
ス幅変調信号を生成するステップと
　を含み、
　前記ユーザが選択したカラーポイントについてＲＧＢ三刺激値を導出するステップは、
　前記ユーザが選択したカラーポイントを、ＸＹＺ三刺激値に変換するステップと、
　前記ユーザが選択したカラーポイントの前記変換により、該ユーザが選択したカラーポ
イントが無効であることが判明し、前記ユーザが選択したカラーポイントが前記ＬＥＤ光
源によって達成されていない場合には、エラーフラグを設定するステップと、
　前記ＸＹＺ三刺激値を、前記ＲＧＢ三刺激値に変換するステップと
　を含み、
　カラーポイント予測ルーチンがアクティブである場合、
　ＬＥＤのパルス幅変調信号を予測するステップと、
　予め決められた期間の間、前記予測されたパルス幅変調信号を維持するステップと
　を含んでおり、
　前記カラーポイント予測ルーチンがアクティブでない場合、
　前記ＬＥＤ光源により生成される光の色を表す三刺激値を受け取るステップと、
　前記受け取った三刺激値を、前記ＲＧＢ三刺激値と比較するステップと、
　前記比較に応答して、前記パルス幅変調信号を生成するステップと、
　前記受け取る動作、前記比較動作、前記生成動作を繰り返すステップと、
　前記受け取る動作、前記比較動作、前記生成動作を、予め決められた回数繰り返した後
、前記ユーザが選択したカラーポイントが前記ＬＥＤ光源によって達成されなければ、エ
ラーフラグを設定するステップと
　を含む方法。
【請求項３】
　ユーザが選択したカラーポイントを受け取るステップと、
　前記ユーザが選択したカラーポイントについて、赤、緑、および青（ＲＧＢ）の三刺激
値を導出するステップであって、該ＲＧＢ三刺激値は、発光ダイオード（ＬＥＤ）光源の
色検知システムに依存する、ステップと、
　前記ユーザが選択したカラーポイントが前記ＬＥＤ光源の色選択範囲外であるかどうか
を判断し、範囲外で、前記ユーザが選択したカラーポイントが前記ＬＥＤ光源によって達
成されていなければ、エラーフラグを設定するステップと、
　前記ＲＧＢ三刺激値に応答して、前記ＬＥＤ光源の複数のＬＥＤドライバに対してパル
ス幅変調信号を生成するステップと
　を含み、
　前記カラーポイント予測ルーチンがアクティブである場合、
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　ＬＥＤのパルス幅変調信号を予測するステップと、
　予め決められた期間の間、前記予測されたパルス幅変調信号を維持するステップと
　を含んでおり、
　前記カラーポイント予測ルーチンがアクティブでない場合、
　前記ＬＥＤ光源により生成される光の色を表す三刺激値を受け取るステップと、
　前記受け取った三刺激値を、前記ＲＧＢ三刺激値と比較するステップと、
　前記比較に応答して、前記パルス幅変調信号を生成するステップと、
　前記受け取る動作、前記比較動作、前記生成動作を繰り返すステップと、
　前記受け取る動作、前記比較動作、前記生成動作を、予め決められた回数繰り返した後
、前記ユーザが選択したカラーポイントが前記ＬＥＤ光源によって達成されていなければ
、エラーフラグを設定するステップと
　を含む方法。
【請求項４】
　ユーザが選択したカラーポイントを受け取るステップと、
　前記ユーザが選択したカラーポイントについて、赤、緑、および青（ＲＧＢ）の三刺激
値を導出するステップであって、該ＲＧＢ三刺激値は、発光ダイオード（ＬＥＤ）光源の
色検知システムに依存する、ステップと、
　前記ユーザが選択したカラーポイントが前記ＬＥＤ光源の色選択範囲外であるかどうか
を判断し、範囲外で、前記ユーザが選択したカラーポイントが前記ＬＥＤ光源によって達
成されていなければ、エラーフラグを設定するステップと、
　前記ＲＧＢ三刺激値に応答して、前記ＬＥＤ光源の複数のＬＥＤドライバに対してパル
ス幅変調信号を生成するステップと
　を含み、
　前記ＬＥＤ光源により生成される光の色を表す三刺激値を受け取るステップと、
　前記受け取った三刺激値を、前記ＲＧＢ三刺激値と比較するステップと、
　前記比較に応答して、前記パルス幅変調信号を生成するステップと、
　前記受け取る動作、前記比較動作、前記生成動作を繰り返すステップと、
　前記受け取る動作、前記比較動作、前記生成動作を、予め決められた回数繰り返した後
、前記ユーザが選択したカラーポイントが前記ＬＥＤ光源によって達成されていなければ
、エラーフラグを設定するステップと
　を含む方法。
【請求項５】
　発光ダイオード（ＬＥＤ）光源により生成される光の色を表す三刺激値を受け取るステ
ップと、
　前記受け取った三刺激値を、ユーザが識別したカラーポイントに対応する三刺激値と比
較するステップと、
　前記比較に応答して、前記ＬＥＤ光源の複数のＬＥＤドライバに対して、パルス幅変調
信号を生成するステップと、
　前記受け取る動作、前記比較動作、前記生成動作を繰り返すステップと、
　前記受け取る動作、前記比較動作、前記生成動作を、予め決められた回数繰り返した後
、前記ユーザが選択したカラーポイントが前記ＬＥＤ光源によって達成されていなければ
、エラーフラグを設定するステップと
　を含む方法。
【請求項６】
　発光ダイオード（ＬＥＤ）光源を制御する集積回路であって、
　ユーザが選択したカラーポイントを受け取るインターフェースと、
　前記ユーザが選択したカラーポイントの指示を記憶するメモリと、
　コントローラと
　を備えてなり、該コントローラは、
　前記ユーザが選択したカラーポイントについて、赤、緑、青の三刺激値を導出し、該ユ
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ーザが選択したカラーポイントが、前記ＬＥＤ光源の色選択範囲外にあるかどうかを判断
し、該範囲外にあり、前記ユーザが選択したカラーポイントが前記ＬＥＤ光源によって達
成されていない場合には、エラーフラグを設定し、前記ＲＧＢ三刺激値に応答して、前記
ＬＥＤ光源の複数のＬＥＤドライバに対してパルス幅変調信号を生成するようなされてお
り、
　前記コントローラは、
　前記ＬＥＤ光源により生成される光の色を表す三刺激値を受け取り、前記受け取った三
刺激値を前記ＲＧＢ三刺激値と比較し、該比較に応答して前記パルス幅変調信号を生成し
、前記受け取る動作、該比較動作、該生成動作を繰り返し、前記受け取る動作、該比較動
作、該生成動作を、予め決められた回数繰り返した後、前記ユーザが選択したカラーポイ
ントが前記ＬＥＤ光源によって達成されていない場合、エラーフラグを設定するようにな
っている、集積回路。
【請求項７】
　発光ダイオード（ＬＥＤ）光源を制御する集積回路であって、
　ユーザが選択したカラーポイントを受け取るインターフェースと、
　前記ユーザが選択したカラーポイントの指示を記憶するメモリと、
　コントローラと
　を備えてなり、該コントローラは、
　前記ユーザが選択したカラーポイントについて、赤、緑、青の三刺激値を導出し、該ユ
ーザが選択したカラーポイントが、前記ＬＥＤ光源の色選択範囲外にあるかどうかを判断
し、該範囲外にあり、前記ユーザが選択したカラーポイントが前記ＬＥＤ光源によって達
成されていない場合には、エラーフラグを設定し、前記ＲＧＢ三刺激値に応答して、前記
ＬＥＤ光源の複数のＬＥＤドライバに対してパルス幅変調信号を生成するようなされてお
り、
　前記コントローラは、カラーポイント予測ルーチンを実行するようにさらになっており
、
　該カラーポイント予測ルーチンがアクティブである場合、該コントローラは、前記光源
のＬＥＤのパルス幅変調信号を予測し、予め決められた期間の間、該予測されたパルス幅
変調信号を維持するものであり、
　前記カラーポイント予測ルーチンがアクティブでない場合、前記コントローラは、前記
ＬＥＤ光源により生成される光の色を表す三刺激値を受け取り、前記受け取った三刺激値
を、前記ＲＧＢ三刺激値と比較し、前記比較に応答して前記パルス幅変調信号を生成し、
前記受け取る動作、該比較動作、該生成動作を繰り返し、前記受け取る動作、該比較動作
、該生成動作を、予め決められた回数繰り返した後、前記ユーザが選択したカラーポイン
トが前記ＬＥＤ光源によって達成されていない場合、エラーフラグを設定するものである
、集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＬＥＤ光源のカラーポイントを設定するための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　異なる色（たとえば赤、緑、および青）の複数の発光ダイオード（ＬＥＤ）からの光は
、予め決められたスペクトルバランスの光源（たとえば「白色」光源）を生成するのに使
用されてきた。たとえば下記の特許文献１を参照されたい。
【特許文献１】米国特許第６，４４８，５５０号（Nishimuraらによるもので、発明の名
称は、「Method and Apparatus for Measuring Spectral Content of LED Light Source 
and Control Thereof」）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００３】
　しかしながら、ユーザは、特に液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）のバックライトおよび装飾
的な照明などの用途において、ＬＥＤ光源のカラーポイント(color point)の設定を欲す
る場合がある。したがって、カラーポイントを設定する方法および装置が望まれている。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　第１の方法は、ユーザが選択したカラーポイントを受け取ることを含む。ついで、ユー
ザが選択したカラーポイントについて、赤、および、緑、および青（ＲＧＢ）の三刺激値
を導出する。ここで、ＲＧＢの三刺激値は、ＬＥＤ光源の色検知システムに依存する。ま
た、ユーザが選択したカラーポイントが、ＬＥＤ光源の色選択範囲外にあるかどうかを判
断し、範囲外であれば、エラーフラグを設定する。ＬＥＤ光源の複数のＬＥＤドライバに
対して、パルス幅変調信号が生成される。
【０００５】
　第２の方法は、ＬＥＤ光源により生成される光の色を表す三刺激値を受け取ることを含
む。ついで、受け取った三刺激値を、ユーザが識別したカラーポイントと比較する。該比
較に応答して、ＬＥＤ光源の複数のＬＥＤドライバに対し、パルス幅変調信号を生成する
。これらの動作を、予め決められた回数繰り返した後、ユーザが選択したカラーポイント
がＬＥＤ光源によって達成されていなければ、エラーフラグを設定する。
【０００６】
　ＬＥＤ光源を制御するための集積回路は、デバイスから独立した色空間内で指定された
ユーザ選択のカラーポイントを受け取るインターフェースと、ユーザ選択のカラーポイン
トの指示を記憶するメモリと、コントローラと、を備える。コントローラは、１）ユーザ
が選択したカラーポイントのＲＧＢ三刺激値を導出し、２）ユーザが選択したカラーポイ
ントが、ＬＥＤ光源の色選択範囲外であるかどうかを判断し、範囲外であるならば、エラ
ーフラグを設定し、３）ＲＧＢ三刺激値に応答して、ＬＥＤ光源の複数のＬＥＤドライバ
に対し、パルス幅変調信号を生成する、よう構成される。
【０００７】
　本発明の他の実施例もまた開示される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　本発明を例示する好ましい実施形態を、図面を参照しながら説明する。
【０００９】
　図１は、ＬＥＤ光源のカラーポイントを設定する第１の例としての方法１００を示す。
方法１００は、ユーザが選択したカラーポイント(color point, 色点)を受け取ること（
１０２）で開始する。ユーザは、様々な方法でカラーポイントを指定することができ、ま
たしばしば、１９３１　Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌｅ　ｄｅ　
Ｉ’Ｅｃｌａｉｒａｇｅ（ＣＩＥ）のＸＹＺ色空間、Ｙｘｙ色空間、ＲＧＢ色空間、１９
７６Ｙｕ’ｖ’色空間などの、デバイスから独立した色空間においてカラーポイントを指
定することができる。デバイスから独立した色空間は、しばしば、ユーザがカラーポイン
トを選択することのできる広範囲の色を提供する。場合によっては、ユーザは、所望のカ
ラーポイントを表す色を（たとえばマウスで）クリックすることによって、カラーポイン
トを指定することができる。他の場合では、ユーザは、所定の輝度値とクロミナンス値を
入力することができる。
【００１０】
　ユーザが選択したカラーポイントを受け取った後、方法１００は続いて、ユーザが選択
したカラーポイントについて、ＲＧＢ三刺激値（たとえば、新しいＲＧＢ色彩三刺激値(n
ew RGB colorimetric tristimulus values)）を導出する（１０４）。デバイスから独立
していてもよい該受け取ったカラーポイントと異なり、導出されたＲＧＢ三刺激値は、Ｌ
ＥＤ光源の色検知システム(color sensing system)に依存したものである。
【００１１】
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　ＲＧＢ三刺激値を導出する時、ユーザが選択したカラーポイントが、ＬＥＤ光源の色選
択範囲外であるかどうかを判断する（１０６）。ＬＥＤ光源の色選択範囲は、該光源が生
成することのできるすべての可能なカラーポイントの組である。例として、図２は、１９
３１　ＣＩＥの色度図を提供する（ここで、１９３１　ＣＩＥ色空間は、領域Ａで囲まれ
て表現されている）。光源が、Ｒ１、Ｇ１、およびＢ１の波長をそれぞれ有するＲＧＢ　
ＬＥＤを含む場合、ＲＧＢ光源の色選択範囲は、三角形の領域Ｂによって表される。ポイ
ントＵ１は、ＲＧＢ光源の該色選択範囲内においてユーザが選択したカラーポイントを表
し、ポイントＵ２は、ＲＧＢ光源の該色選択範囲外においてユーザが選択したカラーポイ
ントを表す。ユーザが選択したカラーポイントが、ＬＥＤ光源の色選択範囲外であると判
断された場合、エラーフラグを設定することができる（１０６）。ついで、ユーザが、ま
たは、マイクロコントローラないしコンピュータなどのユーザのソフトウェアまたは制御
デバイスが、該エラーフラグを検索することができる。代替的に、ＬＥＤ光源に関連づけ
られた制御システムが、ユーザに、エラーフラグが設定されたことを通知してもよい（た
とえばユーザのソフトウェアまたはコンピュータに警告を送信することによって）。
【００１２】
　たとえば、ＲＧＢ三刺激値はまず、ユーザが選択したカラーポイントをＸＹＺ三刺激値
（たとえばＣＩＥ　１９３１のＸＹＺ三刺激値）に変換すること（１１０）によって導出
されることができる。ついで、これらのＸＹＺ三刺激値を、変換マトリクスを使用してＲ
ＧＢ三刺激値に変換する（１１４）ことができる。例として、ユーザが選択したカラーポ
イントがＬＥＤ光源の色選択範囲外にあるかどうかを判断する１つの方法は、ＬＥＤ光源
の色座標とユーザが選択したカラーポイントとに基づいた数式を使用する。
【００１３】
　ユーザが選択したカラーポイントを変換する際（１１０）、ユーザが選択したカラーポ
イントが無効(invalid)かどうかを判断することができる。図２に示す１９３１　ＣＩＥ
　色空間を参照すると、ポイントＵ３は、該１９３１　ＣＩＥ　色空間の外にあるので、
ポイントＵ３は無効なカラーポイントとなる。ユーザが選択したカラーポイントが無効で
あると判断されたならば、エラーフラグを設定することができる（１１２）。
【００１４】
　方法１００は続いて、ＬＥＤ光源の複数のＬＥＤドライバに対し、パルス幅変調信号を
生成する（１０８）。
【００１５】
　方法１００を使用すると、ユーザは、自分にとって理解しやすい、デバイスから独立し
た色空間内でＬＥＤ光源のカラーポイントが選択することができ、さらに、選択されたカ
ラーポイントが無効または達成不可の場合、エラー通知を受け取ることができる。
【００１６】
　図３は、ＬＥＤ光源のカラーポイントを設定する第２の例としての方法３００を示す。
方法３００は、ユーザが選択したカラーポイントを使用してＬＥＤ光源を制御する方法に
ついての詳細を与えるよう、方法１００を拡張したものである。方法３００では、ＬＥＤ
光源により生成される光の色を表す三刺激値の組を得る（３０２）。これは、たとえば、
カラーセンサ３０４、ローパスフィルタ３０６、アナログデジタルコンバータ（ＡＤＣ）
３０８によって行われることができる。カラーセンサ３０４は、光源のＬＥＤから入射光
を受け取る３つのフィルタリングされたフォトダイオードを含むことができる。たとえば
、赤色ＬＥＤ，緑色ＬＥＤ、青色ＬＥＤを含む光源について、３つのフォトダイオードは
、赤色光、緑色光、青色光のカラーフィルタをそれぞれ備えることができる。このように
、異なるフォトダイオードは、異なる波長の光を検知することができる。またカラーセン
サ３０４は、光測定値を出力電圧に変換する増幅回路を備えることができる。ローパスフ
ィルタ３０６を使用してセンサの出力電圧の平均値を算出し、センサの出力電圧の時間平
均に対応する低リプルの直流（ＤＣ）出力電圧を提供することができる。ついで、ＡＤＣ
３０８は、ＤＣの出力電圧をデジタル表現に変換することができる。
【００１７】



(7) JP 4776294 B2 2011.9.21

10

20

30

40

50

　方法３００は続いて、光源から取得した三刺激値と、ユーザが選択したカラーポイント
のＲＧＢ三刺激値とを比較する（３１０）。三刺激値の比較（３１０）に応答して、ＬＥ
Ｄドライバに対するパルス幅変調信号を生成する（１０８）。たとえば、三刺激値を比較
する副産物として、ＬＥＤに対する駆動信号のデューティファクタ(duty factor)を設定
することができる（３１２）（たとえば、これらをルックアップ（参照）することにより
、これらを計算することにより、また、以前のデューティファクタに対する、固定された
インクリメント／デクリメントにこれらを基づかせることにより、設定することができる
）。ついで、デューティファクタを使用して、ＬＥＤドライバのためのパルス幅変調信号
を生成することができる（１０８）。ＬＥＤ光源の性質に依存して、光源全体（たとえば
赤、緑、青の駆動信号の単一の組）のための駆動信号の組を生成することができ（３１４
）、または、光源のＬＥＤの様々なグループのための駆動信号の組を生成することもでき
る。
【００１８】
　方法３００の一実施形態では、ＬＥＤ光源から取得された三刺激値を、ユーザが識別し
たカラーポイントに対応する三刺激値に一致させるように、ＬＥＤドライバに対するパル
ス幅変調信号を生成する。方法３００の代替の実施形態では、ＬＥＤ光源から取得した三
刺激値が、三刺激値の許容できる範囲（すなわち、ユーザが識別したカラーポイントに対
応する三刺激値に関する三刺激値範囲）内に収まるように、ＬＥＤドライバに対するパル
ス幅変調信号を生成する。
【００１９】
　方法３００はさらに、オプションとして、エラー報告ルーチン３１６、３１８、３２０
、３２２を含む。エラー報告ルーチン３１６から３２２によって、方法３００は、１）Ｌ
ＥＤ光源から三刺激値を受け取り、２）該三刺激値を、ユーザが選択したカラーポイント
に対応する三刺激値と比較し（３１０）、３）予め決められた反復回数だけＬＥＤドライ
バのパルス幅変調信号を生成（１０８）する。該予め決められた回数の反復後（すなわち
Ｊ＝０）、ユーザが選択したカラーポイントが、ＬＥＤ光源によって達成されていなけれ
ば、方法３００は、エラーフラグを設定する（３２２）。
【００２０】
　方法３００を使用すると、個々のＬＥＤに製造上のばらつきがあっても、または、温度
、経年劣化、その他の作用により光出力にドリフトが生じた場合でも、複数のＬＥＤによ
って生成される、組み合わされた光のカラーポイントを維持することができる。
【００２１】
　図４は、ＬＥＤ光源のカラーポイントを設定する第３の例としての方法４００を示す。
方法４００は、カラーポイント予測ルーチン４０２、４０４、４０６、４０８、４１０、
４１２を提供することによって方法３００を拡張したものである。予測ルーチンがアクテ
ィブな場合、光源ＬＥＤについて生成される駆動信号は、取得された三刺激値と所望の三
刺激値との比較（３１０）ではなく、予測されたパルス幅変調信号（４０８）に基づく。
一実施形態では、駆動信号の予測（４０８）は、ＬＥＤデューティファクタの予測（４１
０）を含む。これらのデューティファクタは、たとえばテーブルにこれらをルックアップ
（参照）することによって、または変換マトリクスを使用してこれらを計算することによ
って、予測されることができる。ついで、予測されたパルス幅変調信号を、予め決められ
た期間（たとえば、Ｉ＝０まで）維持する。オプションとして、ユーザが、それらのカラ
ーポイント選択を確認すれば（４０６）、予測ルーチン４０２～４１２を終了することが
できる。予測ルーチン４０２～４１２を終了すると、取得された三刺激値と所望の三刺激
値との比較（３１０）に応答して、ＬＥＤの光源に対する駆動信号を生成することができ
る。
【００２２】
　図５は、ＬＥＤ光源５０２を制御する集積回路５００を示す。一実施形態では、ＬＥＤ
光源５０２は、赤、緑、青のＬＥＤ５０４から５２０を含む。しかしながら、ＬＥＤ光源
は、追加のおよび／または他の色のＬＥＤを備えることができる。さらにＬＥＤ光源は、
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ディスプレイバックライト、アクセント照明、または他の形態の光源など、様々な形態を
とることができる。
【００２３】
　図に示されるように、集積回路５００は、ユーザが選択したカラーポイントを受け取る
インターフェース５２２を備える。たとえばインターフェース５２２は、Inter-IC(Ｉ２

Ｃ)インターフェースまたはSystem Management Bus（ＳＭＢｕｓ）インターフェースを含
むことができる。ユーザが選択したカラーポイントは、このようなインターフェースを、
ユーザのコンピュータ、マイクロコントローラ、１つまたは複数の制御スイッチ（たとえ
ばボタンまたはスライダー）などの制御デバイスに結合することによって、該インターフ
ェースを介して受け取ることができる。
【００２４】
　また集積回路５００は、ユーザが選択したカラーポイントの指示（indication, 指定）
を記憶するためのメモリ５２４を含む。実施形態によっては、メモリ５２４は、ランダム
アクセスメモリ（ＲＡＭ）または電気的消去可能なプログラマブル読取専用メモリ（ＥＥ
ＰＲＯＭ）であってよい。ユーザが選択したカラーポイントの指示は、ユーザが選択した
カラーポイント（たとえば、クロミナンス値と輝度値の形態）、または三刺激値、または
これらに基づいた中間データを種々に含むことができる。
【００２５】
　集積回路５００はさらに、コントローラ５２６を含む。一実施形態では、コントローラ
５２６は、１）ユーザが選択したカラーポイントについてＲＧＢ三刺激値を導出する、２
）ユーザが選択したカラーポイントが、ＬＥＤ光源５０２の色選択範囲外であるかどうか
を判断し、該範囲外である場合、エラーフラグを設定する、３）ＲＧＢ三刺激値に応答し
て、ＬＥＤ光源５０２を形成する複数のＬＥＤ５０４から５２０のための駆動信号を生成
する、よう構成される。他の実施形態では、コントローラ５２６は、１）ＬＥＤ光源５０
２により生成される光の色を表す三刺激値を受け取る、２）受け取った三刺激値を、所望
の三刺激値と比較する、３）この比較に応答して、ＬＥＤ５０４から５２０についてのパ
ルス幅変調信号を生成する、４）予め決められた回数だけ上記の動作を繰り返した後、ユ
ーザが選択したカラーポイントがＬＥＤ光源５０２によって達成されなかった場合、エラ
ーフラグを設定する、よう構成される。またコントローラ５２６は、本明細書に開示され
た方法１００、３００、４００のうちの任意の方法を実行するよう構成されることができ
る。
【００２６】
　図に示されるように、コントローラ５２６は、ＬＥＤ光源５０２により生成された光の
色を表す三刺激値を、カラーセンサ５２８から受け取ることができる。カラーセンサ５２
８は、別個のデバイスであってもよいし、または、集積回路５００またはディスプレイ５
０２の中（または上）に様々に含めてもよい。
【００２７】
　コントローラ５２６が生成したパルス幅変調信号を、１つまたは複数のＬＥＤドライバ
５３０に提供することができる（たとえば、ディスプレイ５０２の赤色ＬＥＤ、緑色ＬＥ
Ｄ、青色ＬＥＤをそれぞれ駆動する３つのＬＥＤドライバ）。ＬＥＤドライバ５３０は、
別個のデバイス（複数可）であってもよいし、または、集積回路５００またはディスプレ
イ５０２の中（または上）に様々に含めてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】ＬＥＤ光源のカラーポイントを設定する代替の典型的な方法を示す図。
【図２】１９３１　ＣＩＥ　色度図。
【図３】ＬＥＤ光源のカラーポイントを設定する代替の典型的な方法を示す図。
【図４】ＬＥＤ光源のカラーポイントを設定する代替の典型的な方法を示す図。
【図５】ＬＥＤ光源のカラーポイントを設定するコントローラを有する集積回路を示す図
。
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【符号の説明】
【００２９】
　３０４　カラーセンサ
　３０６　ローパスフィルタ
　３０８　アナログデジタルコンバータ
　５００　集積回路
　５０２　ＬＥＤ光源
　５０４～５２０　ＬＥＤ
　５２２　インターフェース
　５２４　メモリ
　５２６　コントローラ
　５２８　カラーセンサ
　５３０　ＬＥＤドライバ

【図１】 【図２】
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【図５】
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